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地方公営企業 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

公共下水道事業

農業集落排水事業

上水道事業

簡易水道事業

特別会計

特別会計

特別会計

公営企業会計

公営企業会計

公営企業会計

長浜水道企業団

簡易水道：H29～
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総人口･･･
3月31日現在の人口

処理区域内人口･･･
下水道が整備された区

域に居住する人口

水洗化人口･･･
水洗便所への改造等下

水道に接続している人口

年間処理水量･･･
汚水処理施設で処理し

た1年間の水量

年間有収水量･･･
下水道使用料の対象と

なる1年間の水量
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年間処理水量･･･
毎日計量される東北部

浄化センターの流入水量
を合計したもの

処理水量の増減
台風等の集中豪雨や大

雪等による流入量の増加
が負担金に影響

公共下水道事業
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一般排水･･
特定排水以外の排水

特定排水･･･
流域処理における1か月

750㎥を超える事業所等
の排水

一般排水の推移･･･
農業集落排水の接続は

あるものの、人口減少の
影響もあり横ばい

特定排水の推移･･･
コロナ禍の経済活動低

迷の影響が令和３年度以
降徐々に持ち直してきて
いたが、一部大規模事業
所の影響により大幅に減
少
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　事業所特定排水の現状

対象：63事業所
　ホテル・飲食：16事業所
　生産・加工：26事業所
　病院・施設：10事業所
　官公庁・他：11事業所

　１ヶ月の排水汚水量が、750㎥を超える市内事業

所について前年排水量と比較

　ホテル・飲食、生産・加工、病院・施設、官公

庁・その他に分けて、業態の動向、２ヶ月単位での

比較で経済活動の変化を把握
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特定排水の推移･･･
対前年排水汚水量比較

では、病院・施設の90％、
生産・加工業の73％が減
少

それ以外の業態でも減
少傾向

総有収水量･･･
農業集落排水を加えた

処理水量は、人口減少や
節水型機器の普及により
年々減少
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収益的収入の推移･･･
下水道使用料は有収水

量の減少に伴い減少

【収益的収入及び支出】（税込）

収  入

下水道事業収益

営業収益

公共下水道使用料

雨水処理負担金

その他営業収益

営業外収益

負担金

補助金

長期前受金戻入

雑収益

特別利益

過年度損益修正益

その他特別利益

4,392,524 4,395,971 4,522,123 126,152 129,599

1,909,461 1,922,447 1,906,675 △ 15,772 △ 2,786

科目 R3決算額 R4決算額 R5決算額 前年度比較 前々年度比較

(単位：千円）

965 1,234 1,172 △ 62 207

2,482,504 2,471,702 2,609,707 138,005 127,203

1,881,500 1,893,515 1,871,966 △ 21,549 △ 9,534

26,996 27,698 33,537 5,839 6,541

784,126 803,610 816,324 12,714 32,198

774 1,427 2,043 616 1,269

294,879 263,839 255,493 △ 8,346 △ 39,386

1,402,725 1,402,826 1,535,847 133,021 133,122

551 1,781 5,033 3,252 4,482

559 1,822 5,741 3,919 5,182

8 41 708 667 700
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収益的支出の推移･･･
農業集落排水の接続等

取得資産に係る減価償却
費の増加

償還の進捗による支払
利息の減少
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資本的収入の推移･･･
企業債の償還が進んで

いることにより、資本費
平準化債（準建設企業
債：元金償還金と減価償
却費の差額に対して起こ
す企業債）の発行額が減
少

【資本的収入及び支出】（税込）

収　入 (単位：千円）

資本的収入

企業債

　　建設企業債

　　準建設企業債

出資金

補助金

負担金

諸収入

科目 R3決算額 R4決算額 R5決算額 前年度比較

1,907,800 1,586,300 1,483,700 △ 102,600 △ 424,100

830,900 590,200 615,600 25,400 △ 215,300

前々年度比較

2,726,433 2,278,753 2,172,751 △ 106,002 △ 553,682

511,490 377,806 380,048 2,242 △ 131,442

19,947 24,112 19,529 △ 4,583 △ 418

1,076,900 996,100 868,100 △ 128,000 △ 208,800

287,196 290,535 289,474 △ 1,061 2,278
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資本的支出の推移･･･
昨年までの半導体不足

による部材の納期延期に
伴う工事の遅延が落ち着
いてきたことなどにより
工事費が増加

償還金は、償還が進み
ピークを越えたことによ
り減少しており、利息を
含めた返済額も減少

(単位：千円）

資本的収支で不足する額

　　補てん財源

消費税資本勘定調整額

減債積立金

1,852,684 1,952,514 2,091,117 138,603 238,433

1,852,684 1,952,514 2,091,117 138,603 238,433

科目 R3決算額 R4決算額 R5決算額 前年度比較 前々年度比較

746,148 573,348 657,072 83,724 △ 89,076

80,943 60,066 66,248 6,182 △ 14,695

当年度分損益勘定留保資金 552,617 487,995 458,673 △ 29,322 △ 93,944

過年度分損益勘定留保資金 472,976 831,105 909,124 78,019 436,148
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純利益の推移･･･
令和５年度の純利益は、

7億8千6百万円を計上、
昨年に比べ1億2千9百万
円の増

【損益計算書】（税抜） (単位：千円）

　経常収益

　営業収益

　　　公共下水道使用料

    　　雨水処理負担金

　営業外収益

    　　負担金

　　　補助金

　　　長期前受金戻入

　経常費用

　営業費用

　　　減価償却費

　営業外費用

　　　支払利息

　経常損益

　特別利益

　特別損失

　当年度純利益

科目 R3決算額 R4決算額 R5決算額 前年度比較 前々年度比較

1,710,571 1,721,378 1,701,787 △ 19,591 △ 8,784

26,996 27,698 33,537 5,839 6,541

4,221,386 4,222,303 4,346,420 124,117 125,034

1,738,530 1,750,291 1,736,495 △ 13,796 △ 2,035

1,402,725 1,402,826 1,535,847 133,021 133,122

784,126 803,610 816,324 12,714 32,198

2,482,856 2,472,012 2,609,925 137,913 127,069

294,879 263,839 255,493 △ 8,346 △ 39,386

2,167,776 2,200,672 2,219,807 19,135 52,031

459,832 403,938 360,602 △ 43,336 △ 99,230

3,643,708 3,565,512 3,565,091 △ 421 △ 78,617

3,183,876 3,161,574 3,204,489 42,915 20,613

559 1,818 5,677 3,859 5,118

451,429 395,778 351,463 △ 44,315 △ 99,966

577,678 656,791 781,329 124,538 203,651

4,889 1,537 846 △ 691 △ 4,043

573,348 657,072 786,160 129,088 212,812
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資産の状況･･･
固定資産については、

有形固定資産（下水道管
路、マンホールポンプ
等）を622億円、無形固
定資産（流域下水道の建
設負担金）を68億円、合
わせて690億円を保有

ほとんどの資産が償却
中のため、固定資産額は
令和4年度より8億3千万
円減少
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負債・資本の状況･･･
負債は減少
剰余金処分後は資本金

に組入れているため、自
己資本は増加
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経営指標の推移･･･
令和５年度の経営指標

は、４年度に比べて概ね
改善

【経営指標】

① 固定資産構成比率

② 固定負債構成比率

③ 自己資本構成比率

固定資産対長期資本比率

固定比率

④ 流動比率

⑤ 当座資産(当座)比率

⑥ 現金比率

科目 R3決算額 R4決算額 R5決算額 摘　　要

50.4% 52.2% 53.5% （自己資本＋繰延収益)／負債資本合計

102.3% 102.0% 101.7% 固定資産／（自己資本＋固定負債＋繰延収益）

97.0% 97.1% 96.0% 固定資産／総資産

44.4% 43.0% 40.9% 固定負債／負債資本合計

57.7% 59.6% 71.6% （現金預金＋未収金＋貸倒引当金）／流動負債

29.9% 33.3% 46.3% 現金預金／流動負債

192.4% 185.9% 179.4% 固定資産／（自己資本＋繰延収益）

57.7% 59.6% 71.6% 流動資産／流動負債
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経営指標の推移･･･
使用料単価はほぼ変わ

らず、支払利息の減少等
で汚水処理原価は減少、
差引原単価は58円から69
円に黒字幅は増大

総収支比率は120％を
超える黒字

【経営指標】

⑦ 総収支比率

⑧ 115.9% 118.4% 121.9%

⑨ 営業収支比率

使用料単価

汚水処理原価

経費回収率

科目 R3決算額 R4決算額 R5決算額 摘　　要

115.7% 118.4% 122.0% 総収益／総費用

経常収支比率 経常収益／経常費用

101.8円／㎥ 94.9円／㎥ 82.8円／㎥ 汚水処理費／有収水量

150.3% 160.9% 183.6% 使用料単価／汚水処理原価

54.6% 55.4% 54.2% 営業収益／営業費用

153.0円／㎥ 152.7円／㎥ 152.0円／㎥ 下水道使用料／有収水量

使用料単価　　1㎥を処理するために徴収する使用料：150円以上 ⑦　総費用が総収益によって賄われている割合　100％以上

汚水処理原価　1㎥を処理するために要する経費 ⑧　経常費用が経常収益によって賄われている割合　100％以上

経費回収率　　処理経費を使用料で回収する割合　100％以上 ⑨　営業費用が営業収益によって賄われている割合

・・・使用料収入以外の収入への依存度
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経営環境の比較･･･
長浜市の下水道を経営

するための環境は、決し
て恵まれたものではない

守山市と比較すると、
処理密度はha当り26人と
半分、1人当りの管延長は
8ｍと2倍、1人当りの整
備事業費も2倍の140万円、
企業債も2倍の80万円を
調達している。

県内他市との比較（令和４年度決算状況調査）
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収支比率の推移･･･
令和４年度の県内他市

の決算状況を比較すると
収支比率は、健全な経営
状態を示している

処理密度の低い経営環
境から高資本整備となっ
ているため、一般会計か
らの繰出しによる経営基
盤の強化を図っている。

県内他市との比較（令和４年度決算状況調査）
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原単価の推移･･･
汚水処理原価は、湖南

中部地域が低くなってい
る。

県内他市との比較（令和４年度決算状況調査）
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経営指標の推移･･･
概成を示す人口普及率

は、５市が99.7％以上

県内他市との比較（令和４年度決算状況調査）
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キャッシュ・フロー･･･
投資活動、財務活動を

業務活動で補っている状
況
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資金の推移･･･
毎年度、9月、3月が企

業債の償還月となり、9月
に一般会計繰入金の7割を
受け入れ、3月に企業債を
借り入れている。

9月支払が20億円近く
にのぼるため、今後の目
標としては、一般会計繰
入金の前受けを行うこと
なく企業債償還できる水
準となるよう、資金の確
保に努める。
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△ 30.0

△ 20.0

△ 10.0
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事業収入の推移･･･
収入の７割は一般会計

繰入金で、農業集落排水
処理を賄っている



事業支出の推移･･･
維持管理費は、用途廃

止施設に係る最終清掃等
の費用が一時的に増えて
いるものの、公共下水道
への接続による施設の廃
止により縮小が進んでい
る

元利償還金は、30年を
経過する施設に充てた企
業債の償還が満了してい
る
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経営指標の推移･･･
汚水処理原価は有収水

量の減少により増加して
いる

内、使用料で回収でき
ている割合は44％に留
まっている
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